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展示　地域から見つめる登戸研究所の姿
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明治大学平和教育登戸研究所資料館特別嘱託学芸員
はじめに
本稿は 2016 年に開催した第 7回企画展展示内容より，筆者が担当した「1．なぜ「登戸」研
究所なのか」および「3．地域から追う登戸研究所」を基に構成し，生田キャンパス周辺地域
の掘り起しを行うことで登戸研究所の活動を浮き彫りにすることを目的とする。
まず，登戸研究所の所在地は生田であるにも関わらず，なぜ少し離れた「登戸」を研究所名に
したのかを解明する。解明するにあたり，地名の由来，小田急線と南武線の社史，地域史，日本
高等拓植学校史および海軍が航空基地・航空隊名に地名を冠する際の名称付与規定を参考にした。
次に，登戸研究所が地域や住民に及ぼした影響について解明する。解明するにあたり，長年
に亘る稲田郷土史会の調査研究成果をベースに，登戸～生田に住んでいた元登戸研究所勤務員
の証言，横浜地方法務局麻生出張所所蔵の「土地台帳」，日本電気株式会社史，専修学校史を
参考にした。
１．なぜ「登戸」研究所なのか
第 1図が示す通り，登戸研究所（現：明治大学生田キャンパス）の所在地は生田村であり登
明治大学平和教育登戸研究所資料館　館報
第３号　2017 年度
21 － 39 頁，2017 年 9 月
第１図　稲田町全圖
登戸研究所があった場所は橘樹郡生
田村だが，登戸は稲田町に属し，少
し離れた場所にあることがこの地図
からわかる。
なお，この地図は登戸研究所開設以前
に発行されたため，登戸研究所があっ
た場所は日本高等拓植学校になって
いる。
（1934（昭和９）年井上金兵衛発行，
森田忠正氏所蔵）
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戸ではない。では，なぜ軍は「生田」研究所ではなく，「登戸」研究所としたのか。その理由
として，まず，小田急線「稲田登戸」駅（現・向ヶ丘遊園駅）を所員らが最寄り駅として利用
していたため，同駅名に由来した可能性を（１）および（２）で挙げる。次に「登戸」は古く
から栄えた場所であり，登戸研究所周辺では最も知られた地名だった例を（３）で紹介する。
以上を踏まえ，航空基地・航空隊に地名を付与する際の海軍規定を（４）で取り上げ，一般的
な地名を選択して施設名に付与することは，関係者にとっては混乱を招きにくい一方，第三者
から場所を特定されるのを防ぐことができるため「登戸」研究所とした可能性を本章では示す。
（１）最寄り駅だった「稲田登戸」駅
登戸研究所に最も近い駅は，今の明治大学生田キャンパスと変わらず東生田駅（現・生田駅）
だったが，所員らの多くは稲田登戸駅を利用していた（1）。その理由は，
・稲田登戸駅には急行が停車した。
・新宿からの直通電車は稲田登戸駅が終点であり，東生田駅に行くためには，各駅停車に
乗り換えなければならなかった。
・稲田登戸駅からの各駅停車は 1時間に 2本程度しかなかった。
・東生田駅から登戸研究所までの道が 1943（昭和 18）年まで整備されていなかった。
以上である。稲田登戸駅の方が東生田駅と比べて利便性が高く，最寄り駅として利用しやす
かったことがわかる。
（２）「大駅」だった「稲田登戸」駅
小田急線は 1927（昭和 2）年に開通した。全駅
中，稲田登戸（現・向ヶ丘遊園），新原町田（現・
町田），相模厚木（現・本厚木），大秦野（現・秦
野），新松田の各駅は，起点終点駅と併せて「大駅」
と呼ばれ，それ以外の「小駅」とは区別されてい
た。「大駅」は急行停車駅かつ交通の要所であり，
他線との乗り換えポイントでもある重要な駅だっ
た。この点から，稲田登戸駅は小田急線の中でも
重要な駅だったといえる。
第２図　小田急線開通を伝える『都新聞』紙面
左上破線枠部が「大駅」について言及している
記事。なお，記事中，伊勢原駅も「大駅」だと
伝えているが，これは誤り（2）。
（1927（昭和２）年 4月 2 日付『都新聞』５面，
横浜市立中央図書館所蔵）
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（３）「生田」よりも知名度が高かった「登戸」
①地域の歴史より
「生田」は 1878（明治 11）年に上菅生村と五反田村が合併し，それぞれ下の一文字を取って
「生田村」と命名した比較的新しい地名だった。その一方で「登戸」という地名は，16 世紀に
編纂された所領役帳で確認することができる（第 5図枠部参照）。
また，多摩川を渡るための「登戸の渡し」は，古くから江戸への往還に重要な役目を果たし
ていた。ゆえに登戸は生田よりも古くから知られた地名だったことがわかる。
第３図　開業当時の大秦野（現・秦野）駅
「大駅」の駅舎デザインは統一され，「小駅」と区別
された（３）。
（1927（昭和２）年 4月 3日付『横浜毎朝新報』３面，
横浜市立中央図書館所蔵）
第４図　現在の向ヶ丘遊園（旧稲田登戸）駅
今も創業以来の駅舎の姿を保っているのは向ヶ丘遊
園駅のみ（４）。
（2016 年筆者撮影）
　　　　　 第５図　『小田原衆所領役帳：永禄２年２月 12 日』より
　　　　　「多波川（多摩川）北」「登戸」（図内枠線部）とあるのは，当時，多摩川は登戸以南を流れていたため。
　　　　　（1846（弘化６）年写，明治大学図書館所蔵）
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②日本高等拓植学校の資料より
登戸研究所開設以前，同地には日本高等拓植学校があった。同校は国士舘から独立して
1932（昭和７）年に設立されたアマゾン移民指導者養成学校である。校舎名は通称も含めて地
名を使用していなかったが，校舎の所在地を第三者に示す場合は，「登戸」と「生田」双方を
使用していたことが資料１，２よりわかっている。この使い分けより，「生田」よりも「登戸」
が知られた地名だとわかる。以下，該当する関連資料を紹介する。
資料１　外務省宛高等拓植学校第二回生渡伯報告（5）
※傍線は筆者記入
（『本邦移民保護奨励並救済関係雑件　伯国ノ部　第 8冊』より，外務省外交史料館所蔵）
昭和七年四月八日
　　　　　　国士館
ママ
高等拓植学校長　上塚司　
芳澤謙吉閣下
〔略　国士舘高等拓植学校卒業生アマゾン渡航報告〕
尚本校は今回神奈川県橘樹郡生田村（小田原急行鉄道東生田駅下車）に校地四万坪を得，
約六百坪の校舎を新築し四月一日移転，第三回生百名を収容し開校致候間一層の御高庇を
御願申上候〔後略〕
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資料 1および 2は，日本高等拓植学校設立と国士舘高等拓植学校廃止の件を外務大臣および
東京府知事に報告した資料である。そのため，正確な所在地である「生田村」が用いられてい
資料３　財団法人国士舘役員現況報告（7）
※傍線は筆者記入
（「戊学六七二号役員変更届ノ件進達」より，東京都公文書館所蔵）
　昭和九年七月二十日
　財団法人国士館
ママ
　理事代表代理　副島義一
東京府学務部長殿
〔略　書類目次，添付書類，事件発生当時の理事一覧〕
二，「柴
後筆
田氏」上塚理事ヲ解任ス
之ヨリ先，柴田氏，国士館
ママ
創立以来ノ功労者ニシテ，アマゾン開発ノ，大意ヲ抱キ自ラ
国士館
ママ
高等拓植学校ヲ起シ校長トシテ心血ヲ注ギツヽアリシ理事上塚司氏ハ，自己ノ主宰
スル高等拓植学校ガ，教務，財務事毎ニ，柴田德次郎氏ノ不当ナル干渉ヲ受クルニヨリ，
斯クテハ到底素志ヲ達シ難シトノ見解ノ下ニ，別ニ日本高等拓植学校ヲ創立シ神奈川県稲
田登戸ニ校舎ヲ新築セルニ端ヲ発シ〔後略〕
資料２　高等拓植学校廃止許可申請書（6）
※傍線は筆者記入
（東京都公文書館所蔵）
昭和九年拾月二十五日
国士館
ママ
高等拓植学校設立者
　　　財団法人国士館
ママ
理事　副島義一
東京府知事　香坂昌康殿
〔中略〕
廃止理由
本校ハ曩ニ学則ヲ改正シ南米科及満蒙科ノ両科ヲ併置シ，〔略〕アマゾン開拓者ノ為ニハ
前校長上塚司氏神奈川県生田村ニ日本高等拓植学校ヲ新設シ，学生全部ハ同校ニ引継入学
シ，満蒙科学生全部ハ昨年八月現地吉林省鏡泊湖畔ニ開設サレタル同学園ニ入所シ，〔略〕
現ニ本校ニハ一名ノ学生モ無之，且ツ本校関係職員ノ大部分モ夫々日本高等拓植学校及満
州鏡泊学園ニ引継ギタル次第ニテ，最早今後之ヲ存続セシムル理由ヲ失ヒタルニ付，此際
廃校致シ度御願ヒニ及ブ次第也。
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ると考えられる。
一方，資料 3は日本高等拓植学校設立に触れているが，それを主とする報告内容ではない。
当時国士舘内では , 柴田（国士舘館長）のワンマン経営に対し学内から反発の声があがり，理
事メンバーが二転三転する事態となっていた。この学内混乱について東京府が同校に現況報告
を求め，国士舘側より提出されたのが資料 3だ。この事件発端の一つに，柴田の学校運営方針
を巡り対立を深めた上塚の日本高等拓植学校設立と国士舘理事解任があった。この学内混乱の
経緯の説明として，日本高等拓植学校設立が紹介されているのである。このような経緯説明の
場で「稲田登戸」を用いているということは，「生田」よりも「稲田登戸」の方が知られた地名だっ
たことを裏付ける。
なお，1945（昭和 20）～ 50（昭和 25）年に登戸研究所跡地に仮校舎を開設した慶應義塾大
学は「登戸仮校舎」と呼んでいた。
（４）地名と軍事施設の関係
海軍基地や航空隊には，厚木航空基地や洲ノ崎海軍航空隊，霞ヶ浦海軍航空隊など必ずしも
所在地と名称が一致していないものがある。これは，縁起担ぎや他県の同地名との混同を避け
るため，所在地付近の有名な地名や景勝地名が付与されたためである（8）。そして，1943 年 9
月には「官房空機密第一九六三号　昭和十八年九月十八日決裁　航空基地及地名ヲ冠スル航空
隊ノ名称付与法ニ関スル件」によって航空基地および航空隊の名称付与については「所在地ノ
市町村名又ハ錯誤ノ處ナキ所在地附近ノ著名ナル地名ヲ附与ス」（9）と規定された。
陸軍に関しては，軍関連施設等の命名規定資料が現在までに見つかっていないため，どのよ
うな基準があったのかは不明だが，「登戸」研究所名も先に挙げた海軍の規定に類似した考え
に基づき，「登戸」と付けられた可能性がある。（3）で挙げたように，生田よりも登戸の方が
知られた地名だった。そのため，研究所名に「登戸」と付けることで関係者の混乱を防いだの
であろう。また，現小田急線登戸駅～向ヶ丘遊園駅周辺に施設があるように見せかけ，場所を
第三者から特定できないようにし，情報攪乱を狙った可能性も考えられる。
２．登戸研究所の周辺地域から追う登戸研究所の姿
現・小田急線登戸駅～生田駅周辺域には，登戸研究所関連施設などが点在していた。この章
では，これらの施設を紹介し，登戸研究所が地域に及ぼした影響について解明する。
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（１）多摩区内に点在する登戸研究所関連施設など
①日本電気 / 住友通信工業株式会社研究所生田分所跡
明治大学生田キャンパスに近接する専修大学生田キャンパスは，1948（昭和 23）年に，日
本電気株式会社（日電）研究所生田分所跡地に開設された。ここでは生田分所の研究内容と登
戸研究所との関連について紹介する。
©OpenStreetMapcontributors
第６図　登戸研究所関連施設等の所在地
Ａ　登戸研究所跡（現・明治大学生田キャンパス）
Ｂ　日本電気 /住友通信工業株式会社研究所生田分所跡（10）（現・専修大学生田キャンパス）
Ｃ　登戸研究所第三科関係者寮跡（現・多摩区枡形 6丁目 19 ～ 20 番地）
Ｄ　伴繁雄ら登戸研究所員が居住した営団住宅跡（現・多摩区東生田 1丁目 4～ 5番地）
Ｅ　住友通信工業株式会社研究所稲田工場跡（現・ウェルパーク薬局向ヶ丘遊園南口店周辺）
Ｆ　登戸研究所登戸分室跡（現・ダイエー向ヶ丘店周辺）
Ｇ　小田急線～南武線引き込み線跡（現・三菱東京ＵＦＪ銀行登戸支店周辺）
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ａ．場所の選定
日電の研究所は向河原（川崎市中原区）にあったが，テレビジョン研究のため，1940（昭和
15）年，生田に分所設置が決定された。生田が選ばれた理由は，向河原や東京から近く，電波
障害が少ない場所だったからだ。この点は，電波の実験場からスタートした登戸研究所にも通
ずるところがある。また，1943（昭和 18）年頃には現・向ヶ丘遊園駅南口近くに住友通信工
業株式会社研究所稲田工場が開設された。
ｂ．研究内容
開設当初，生田分所の主要研究目的はテレビジョン研究であり，所内には 80mのテレビ塔が
設けられた。しかし，1938（昭和 13）年の東京五輪開催中止決定以降，テレビジョン研究は縮
小される傾向にあったため，生田分所の主要研究目的は電波兵器（レーダー）研究へ移行した。
なお，同所でテレビジョン研究の中心を担った大沢寿一（元分所長）は，『生田研究所回想集』（日
電生田会，1991 年）で「（生田分所が）テレビジョンの研究施設として開設されたのは表向きの
理由であり，実際は開設当初から電波兵器開発を目的とする研究所だった」と述べている（11）。
生田分所で行われた主要な研究は日本電気社史編纂室編『日本電気株式会社百年史』（日本電
気株式会社，2001 年）および『生田研究所回想集』（前出），防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢
書　陸軍航空兵器の開発・生産・補給』（朝雲新聞社，1975 年）によると，以下の内容だった。
第７図　日本電気株式会社研究所生田分所　航空写真
枠内が生田分所。左上には登戸研究所が見える。
（1947（昭和 22）年９月米軍撮影空中写真，
USA-M470-41，国土地理院所蔵）
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　・レーダー開発
　　当初はドップラー効果を利用した方式を研究していたが，1941（昭和 16）年の夏以降は，
超短波衝撃波（パルス）発射レーダー研究へと移行，実用化へ向けて研究を行う。同年 8
月の実験時には飛行機の反射波受信に成功し，その後，B-29 来襲時の早期発見に役立った。
　・板
ばんきょくかん
極管の開発
　　1944（昭和 19）年から，レーダーの精度を上げるため，極超短波域に対応できるよう，
試作に取り組む。成績は良かったが，試作品ができたのみで終戦を迎える。
ｃ．登戸研究所との接点
陸軍は 1943（昭和 18）年 7月，立川に多摩陸軍技術研究所（多摩技研）を開設した。これは，
登戸研究所第一科や第二・第五・第七陸軍技術研究所，第四航空技術研究所に分散していた電
波兵器関連の研究部局・人員を一か所にまとめ，電波兵器の実用化を促進するためだった。また，
軍外部からの研究力を総動員するため，企業や大学内に研究室を 15 か所設置した。そのうち
の一つが生田分所内に設けられ，分所副所長だった小林正次を軍嘱託に任命した。小林は，超
短波無線機や真空管の研究で，1944 年 11 月に電気通信学会賞功績賞を受賞している。ここに，
登戸研究所との接点が見いだせる。真空管などの基礎研究を担当した多摩技研第二科，ここの
科長は，登戸研究所第四科長・畑尾正央大佐が兼務していたのだ。また，電波兵器の開発や基
礎研究に携わっていた登戸研究所員の多くが多摩技研に移ったため，登戸研究所と生田分所に
第８図　試製二二九号４型受信機總組立図
生田分所で研究開発していた超短波衝撃波を利用したレーダー。昭和 19 年 9 月発行「要地用超短波警戒機受
信装置説明書」より。
（JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.A03032150400，第 42・43 画像目より）
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接点が全くなかったとは考えにくい。
さらに，電波兵器以外にも接点があったことをうかがわせる記述が『生田研究所回想集』（前
出）にあり，以下引用する。なお，文中には「風船爆弾用気球」とあるが，風船爆弾開発要請
以前に登戸研究所が研究開発していた「せ号」（宣伝ビラ散布）用気球の可能性もある。
〔前略〕飛行機の探知には，実際に軍の飛行機を飛ばしてもらって追っかける事も有りました。
が
ママ
アメリカまで飛ばした風船爆弾に使う紙風船に竹に銀紙を巻いたアンテナをぶら下げて，飛
行機代わりに追った事も有りました。〔後略〕
　「いもと召集　生田の思い出―紙風船」（日電生田会『生田研究所回想集』）p.9 より
②登戸研究所関係者の寮など
登戸研究所員の一部や第三科関係者は，1943（昭和 18）年より登戸研究所近隣に集団で住
んでいたことが，稲田郷土史会による偽札輸送工作者や関係者への聞き取り，横浜地方法務局
麻生出張所所蔵の資料調査で判明した。以下，この調査報告が掲載されている『あゆたか』第
表１　日本電気 / 住友通信工業株式会社研究所生田分所年表
1939（昭和 14）年 7月 玉川向工場研究課が研究所となる。
1940（昭和 15）年 生田に研究所分所設置が決まる。
1941（昭和 16）年 6月 日本電気株式会社研究所生田分所開設。
7月 玉川向研究所から超短波，その他無線関係の研究陣が生田に移る。
1943（昭和 18）年 2月 日本電気が住友系列の直系会社になったことを機に社名変更。
住友通信工業株式会社研究所生田分所となる。
7月 多摩陸軍技術研究所生田研究室が分所内に設置され，小林正次副所長が嘱託になる。
1944（昭和 19）年 4月 軍需会社法第二次指定により，軍需工場となる。
1945（昭和 20）年 1月 研究所の本拠を玉川向から生田に移す。
5月 長野県上田，石川県金沢などへ疎開を始める。
8月 終戦。
11 月 社名を日本電気株式会社に戻す。
1946（昭和 21）年 1月 超短波医療機械，ラジオ諸装置，搬送電話，音響機器，無線通信機，テレビジョン，
以上の基礎研究に必要な真空管部品および材料の生産再開が認可される。
1948（昭和 23）年 10 月 生田研究所跡地は専修大学へ 2200 万円で払い下げられることが決まり，双方で契約調
印が交わされる。専修大学生田校舎開設。
1949（昭和 24）年 5月 専修大学生田校舎で新制大学入学式が行われる。研究所閉鎖。
（前出『日本電気株式会社百年史』，日本電気株式会社社史編纂室編『日本電気株式会社七十年史』（日本電気
株式会社，1972 年），専修大学編『専修大学百年史』（専修大学，1981 年），「旧土地台帳」（横浜地方法務局麻
生出張所所蔵）より資料館作成）
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50 号（稲田郷土史会，2012 年）および稲田郷土史会員・森田忠正氏協力の下，元所員の「寮」
について解明する。
ａ．登戸研究所第三科関係者寮跡
登戸研究所第三科長・山本憲蔵の著書『陸軍贋幣作戦』（現代史出版会，1984 年）には，「久
木田氏ら（偽札輸送工作者）は私の宅で起居をともにしながら，これ（偽札輸送）に献身した」（123
頁）と書かれている。その地として選ばれたのが現・川崎市多摩区枡形 6丁目 19 ～ 20 番地だっ
た。1943 年 1 月に阪田機関（上海にあった偽札流通機関）のトップ・阪田誠盛が畑だったこ
の地を買収し，第三科関係者の宅地にした（第 9図参照）。1943 年というと，偽札が完成し杉
工作（偽札を製造し，中国に流通させる工作）が軌道に乗る頃だ。集団で生活をしていた理由は，
彼らの任務は秘匿性が非常に高いため，分散して住むのではなく，主任者の管理下に集団で住
む必要があったからだ。偽札工作者の一人，土本義夫によると工作者 8名が住む寮は，第 9図
の 4065 番（現・枡形 6丁目 20 番地）にあり，4063 番（現・枡形 6丁目 19 番地）に山本が住
んでいたという（12）。
1957（昭和 32）年，この地は阪田から「板垣清」に名義人が変更される（第 11 図参照）。
板垣とは，広東での偽札流通工作の責任者であり，阪田から送付された偽札を使ってガソリ
ンや石油の調達をしていた人物だ。名義人変更の事由は「代物弁済」となっている。しかし，
1959（昭和 34）年に板垣から阪田の関係者（13）へ土地が贈与されたため，板垣に戦後処理が委
任されたようだ。
第９図　旧土地台帳付属地図
枠部は阪田が買収した土地。現・枡形 6 丁目 19 ～
20 番地。
（縮尺 1/600，1980 年横浜地方法務局麻生出張所作成，
同所所蔵）
第 10 図　第三科関係者集合住宅の現在
写真右手には偽札輸送工作者の寮があったと，工作
者の一人である土本義夫は証言している。
（2015 年筆者撮影）
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ｂ．元所員が居住した営団住宅跡
向ヶ丘遊園駅南口より徒歩数分の，川崎市多摩区東生田 1丁目 4～ 6番地には，登戸研究所
員が住む営団住宅があった。この一帯は 1943 年 12 月に住宅営団によって買収された後，登戸
研究所員が住み始めた。ここには伴繁雄，久葉昇ら佐官級所員の戸建住宅 4棟，尉官級所員の
戸建住宅 1棟，二世帯用長屋住宅 8棟，軍曹・技手などが入る 4世帯用長屋住宅 5棟の他，41
世帯が階級によって戸建住宅・長屋住宅に分かれて住んでいたという（14）。
先に紹介した第三科寮にも共通して言えることだが，1943 年は登戸研究所の体制が整い，
組織が拡充していくタイミングだ。また，風船爆弾の研究開発を命じられるのも 1943 年だ。
所員の多くは東京方面から通勤していたが，研究が軌道に乗るにつれ，通勤に時間を割く余
裕が無くなってきたのであろう。そのため，登戸研究所まで徒歩 20 分程度で通えるこの場所
に居住し，研究に専念したことがうかがえる。また，戦況が悪化していく中，非常時に備える
目的もあったのであろう。
第 11 図　第三科関係者寮跡の旧土地台帳
輸送工作員寮があったと土本義夫が証言する場所の
旧土地台帳。阪田誠盛が買収し，戦後は板垣清が管
理していたことがわかる。
※第三科関係者以外の個人名などは加工。
（横浜地方法務局麻生出張所所蔵）
第 12 図　1945（昭和 20）年 10 月頃の営団住宅の様子
住民である大野敏男氏が転居した頃の記憶を元に書
いた図。
※公開されている登戸研究所員以外の個人宅は加工。
（大野敏男氏作図，森田忠正氏所蔵 )
第 13 図　元所員が居住した営団住宅地の現在
左側のビルの場所が伴繁雄宅跡。
（2015 年筆者撮影）
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③登戸研究所登戸分室跡
現・登戸～向ヶ丘遊園駅周辺は，かつては製紙業が盛んだった。そのうちの一つ「玉川製
紙」（現・ダイエー向ヶ丘店）は，1944（昭和 19）年に登戸研究所登戸分室に指定された。主
に資材置き場として使用され，登戸研究所から見張り要員が当番制で派遣された（15）。敗戦後は，
偽札の製紙原料などが一時期保管され第三科勤務者が見張りを行った。
登戸研究所が引き上げた後，1947（昭和 22）年に製紙会社「山田紙業」が分所跡に創業する。
2012（平成 24）年の稲田郷土史会による神奈川県立公文書館所蔵の「特殊物件受払台帳」調
査により，山田紙業は創業した年に登戸研究所の製紙関連物品の払い下げを受けていたことが
わかった（第 15 ～ 16 図）。登戸分所に保管されていた第三科の物品が，そのまま山田紙業へ
払い下げられたのであろう。
また，山田紙業は偽造法幣の切れ端を払い下げられたとの証言も残っている（16）。戦後，紙
の需要が高まり，再生紙製造は製紙業界で重要な位置を占めた。しかし，原料であるパルプの
供給が需要に追い付かず，粗悪紙が市場には流通していた。この状況下，山田紙業は良質な紙
質の偽札を原料にすることで再生紙の質を上げたのだ。その後同社は日本銀行より旧日本円札
の払い下げを受け（17），引き続き良質な古札を再生紙原料として使用した。
第 14 図　「登戸　旧１万分の１地形図」（1937 年測量，
1940 年発行）より
○枠部が玉川製紙などの製紙工場があった場所。
（国土地理院所蔵 )
第 15 図　山田紙業が払い下げを受けた製紙関連主物品リ
スト
渉外事務局渉外課「昭和 27 年度　特殊物件受払台帳　
川崎」より筆者作成。
（神奈川県立公文書館所蔵）
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④小田急線～南武線引き込み線跡
現・三菱東京UFJ 銀行登戸支店周辺から南武線宿河原駅方面に向かって，小田急線と南武
線を結ぶ引き込み線が伸びていた。この引き込み線は相模川や多摩川の砂利運搬を目的とし，
1936（昭和 11）年 9月に両社の相互乗り入れが始まった（18）。また，車両が足りない場合はこ
の引き込み線を利用し，両社間で車両の貸し借りも行われた。
引き込み線が運用開始された 1936 年は，登戸実験場開設の前年にあたる。この引き込み線
敷設は，登戸実験所と何か関連があったのであろうか，また，小田急線から製造品を積み込み，
引き込み線を使って南武線に乗せる計画があったのであろうか。この点について，元第三科北
方班所属の岸井三治氏の証言を基に考察する。
岸井氏によると，製品は登戸研究所からトラックで南武線登戸駅前の運送会社に運び，登戸
駅から南武線に積み込んだため，この引き込み線を利用することはなかったという（19）。東生
田駅は小さな駅であり，多量の製品を積み下ろしする場所もなかった。そのため，直接南武線
登戸駅まで行く方法が採られたのであろう。
第 16 図　「昭和 27 年度　特殊物件受払台帳　川崎」
渉外事務局渉外課 1952（昭和 27）年作成。山田紙業に「製紙用フェルト」が払い下げられたことがわかる。
（山口醇氏撮影，神奈川県立公文書館所蔵）
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（２）登戸研究所周辺の整備
第 17 図　引き込み線
太枠部が小田急線と南武線を繋ぐ引き込み線。また，南武線宿河原駅付近から，多摩川の砂利運搬用の砂
利線があったことも確認できる（細枠部）。
（上：登戸　旧１万地形図［1937（昭和 12）年測量，1940（昭和 15）年発行］より，下：1947（昭和 22）
年米軍撮影空中写真USA-M737-20 より，いずれも国土地理院所蔵）
第 18 図　登戸研究所周辺の変遷
（上：1941（昭和 16）年日本陸軍撮影空中写真，63-C6-117 より。下：1947（昭和 22）年米軍撮影空中写真，
USA-M470-42 より。いずれも国土地理院所蔵）
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登戸研究所が開設されたことに伴い，田畑・山林しかなかった周辺が整備される。
まず，登戸駅方面への人・物資の行き来が容易になるよう，研究所周囲を 1938（昭和 13）
年に買収し，A部の道が整備されたことが第 18，19 図よりわかる。次に東生田駅方面の道が
整備される。第 18 図が示す通り，1941（昭和 16）年には研究所から津久井道へ通ずる道は整
備されておらず，東生田駅方面に出るのは困難だった。そのため，1943（昭和 18）年に線路
北側（第 18 図 B部）を買収して道を整備，現・明大西北門に当たる門を設置し，津久井道へ
つなげた。結果，東生田駅が利用しやすくなり，それまでは東生田駅以西の小学校出身者の採
用は積極的には行っていなかったが，1943 年以降は柿生や鶴川小学校（国民学校）出身者も
採用するようになった（20）。
また，東生田駅前や線路周辺は 1944（昭和 19）年 5 月に東京急行電鉄（21）によって買収が
進められていた（22）。岸井氏によると，1944 ～ 1945 年頃，東生田駅北側の田圃（現・Odakyu
OX生田店周辺）の買収が登戸研究所によって進められているという噂が勤務員の中であった
という（23）。同氏は戦後に第三科長・山本憲蔵より，東生田駅から登戸研究所の製造品を運搬
する計画があったと聞いている（24）。（1）では，引き込み線は利用せず，直接南武線登戸駅か
ら荷物を積んだと述べた。しかし，登戸駅までの道はトラックが通行するには苦労が伴う細い
道だったため，津久井道方面への整備を完了し，東生田駅を利用する計画が持ち上がったとい
う（25）。以上の証言と貨物・旅客運送が統制されていた状況を踏まえると，東京急行電鉄が駅
周辺の土地買収を進めたのは，登戸研究所に関連する事業だったと考えられる。
第 19 図　Ａ部（第 18 図参照）の買収を示す旧土地台帳
現・生田キャンパス正門から浄水場通りへ抜ける辺りを陸軍省が買収している。
（横浜地方法務局麻生出張所所蔵）
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おわりに
以上，登戸研究所はその敷地内だけで活動が完結されていたわけではなく，地域の力を借り，
そして地域に影響を及ぼしながら拡大していったことを本稿では解明した。現在，登戸駅～生
田駅一帯に登戸研究所そのものの痕跡を認めることは困難である。しかし，現代の市民の生活
路や学生の通学路は実は登戸研究所が整備した道であることを今回明らかにした。今後も，現
代の日常生活と登戸研究所は断絶されたものではないことを，展示等により示せるよう，地域
資料の掘り起しを継続して行っていきたい。特に，横浜地方法務局麻生出張所が保管している
「土地台帳」を調査することで，登戸研究所の敷地範囲と東生田駅周辺の買収情況を明らかに
していくことを今後の課題とする。
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第 20 図　Ｂ部（第 18 図参照）の買収を示す旧土地台帳
津久井道へ抜ける踏切北側を陸軍省が買収している。
（横浜地方法務局麻生出張所所蔵）
第 21 図　東生田駅北側の買収を示す旧土地台帳
現・OdakyuOX生田店北側を東京急行電鉄が買収し
ている。
（横浜地方法務局麻生出張所所蔵）
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〔注〕
（１）たとえば 1940 年頃から登戸研究所に勤務していた横山サト子氏は，柿生から通勤していたが東生田駅ではなく
稲田登戸駅を利用していた。登戸研究所が拡大し，現在の明治大学西北門にあたる部分が整備されてからは東生
田駅を利用したという。（横山サト子氏証言，2011 年１月 19 日当館聞き取りより）
（２）小田急電鉄株式会社社史編集事務局編『小田急五十年史』（小田急電鉄株式会社，1980 年）p.99。
（３）同上。
（４）加藤一雄『小田急よもやま話　上』（多摩川新聞社，1993 年）p.175。
（５）国士舘百年史編纂委員会専門委員会編『国士舘百年史　史料編　上』（国士舘，2015 年）p.633 より引用。原史料
には表題無。国士舘百年史編纂委員会専門委員会が史料表題を付した。
（６）同上 pp.654-655 より引用。
（７）同上 pp.720-730 より引用。
（８）これについては柴田武彦「厚木飛行場及び関係諸部隊の名称付与等について」（『綾瀬市史研究』第 10 号，綾瀬市，
2007 年）に詳しい。
（９）「官房空機密第一九六三号　昭和十八年九月十八日決裁　航空基地及地名ヲ冠スル航空隊ノ名称附与法ニ関スル
件仰裁」（防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵）より。
（10）1943（昭和 18）～ 1945（昭和 20）年，社名が日本電気株式会社から住友通信工業株式会社となる。
（11）日電生田会『生田研究所回想集』（日電生田会，1991 年）p.174。
（12）2012 年６月８日当館聞き取り。
（13）個人のため，第 11 図では名前を加工をして掲載をしている。
（14）森田忠正「生田緑地・飯室山の麓にあった登戸研究所の「住宅営団」」（『あゆたか』第 50 号，稲田郷土史会，2012 年）
p.36。
（15）會津保進氏証言（2015 年６月 17 日，30 日当館聞き取り）より。当時第四科に勤めていた同氏も「登戸分室」に
宿直に行っていた。なお，同氏によると，「登戸分室」では女学生を使って何か作業をしていたとのこと。
（16）川村一夫氏証言（2012年７月４日当館聞き取り），岸井三治氏証言（2015年10月９日当館聞き取り）より。川村氏は，
当時山田紙業に勤めていた。
（17）前出，川村氏証言，岸井氏証言（2015 年 10 月９日，2016 年 10 月 22 日当館聞き取り）より。
（18）前出『小田急五十年史』p.795，原田勝正『南武線　いま　むかし』（多摩川新聞社，1999 年）p.180
（19）前出，岸井氏証言（2016 年４月 27 日，10 月 22 日当館聞き取り）より。
（20）前出，岸井氏証言（2016 年 10 月 22 日当館聞き取り）より。また，現・明大西北門が整備されてから東生田駅
を利用するようになったとの横山氏証言（前出）もこれを裏付ける。
（21）小田急電鉄株式会社は 1942 年に東京横浜電鉄株式会社と合併し，東京急行電鉄株式会社となる。
（22）横浜地方法務局麻生出張所所蔵「旧土地台帳」より（2016 年 11 月８日，12 月 13 日，20 日調査）。
（23）前出，岸井氏証言（2016 年４月 27 日，10 月 22 日当館聞き取り）より。
（24）前出，岸井氏証言（2016 年 10 月 22 日当館聞き取り）より。
（25）同上。
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